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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

二　

道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

　

㈠　

場
所　

建
設
交
通
部
道
路
課

　

㈡　

期
間　

平
成
二
十
年
四
月
二
十
八
日
か
ら
同
年
五
月
十
二
日
ま
で

　
　
　
　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
二
百
十
一
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
平
成
十
九
年
十
一
月
十
九
日
付
け
指
令
秋
建
│
二
│
六
十
で
許
可

し
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
同
法
第
三
十
六
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

一　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

　
　

潟
上
市
昭
和
豊
川
竜
毛
字
開
沢
二
十
五
番
一

　
　

有
限
会
社
水
沼
商
事　

代
表
取
締
役　

水
沼　

通

二　

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

　
　

潟
上
市
飯
田
川
下
虻
川
字
街
道
下
五
十
三
番
の
内
、
五
十
四
番
、
五
十

五
番
、
五
十
六
番
の
内
、
五
十
六
番
地
先
道
路
、
五
十
六
番
地
先
水
路
、

三
十
五
番
二
の
内

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
大
館
市
二
井
田
真
中
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
定

款
変
更
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
年
四
月
二
十
一
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

秋
選
管
告
示
第
三
十
三
号

　

次
の
政
治
団
体
は
、
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十

四
号
）
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
以
降
、

政
治
活
動
（
選
挙
運
動
を
含
む
。
）
の
た
め
に
寄
附
を
受
け
、
又
は
支
出
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
団
体
と
な
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

田　

中　

伸　

一　

　
　
　
　
　
告　
　
　
　
　
　
示

道
路
の
種
類

旧
新
別

路　
　

線　
　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

県

道

旧

土
川
中
仙
線

大
仙
市
土
川
字
杉
沢
五
九
番
地
先
か
ら
字
小
杉
山
沢
ノ
内
長
持
二
番
五
地
先

五
・
〇
〇
〜
一
一
・
〇
〇

〇
・
八
二
一

新

土
川
中
仙
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

八
・
四
〇
〜
一
七
・
八
〇

〇
・
八
二
一

　
　
告　
示

○
道
路
区
域
の
変
更
（
二
一
〇
・
道
路
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
二
一
一
・
秋
田
地
域
振
興
局
建

　

設
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

　
　
公　
告

○
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
北
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
１

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
告
示

○
政
治
活
動
の
た
め
に
寄
付
を
受
け
又
は
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

　

団
体
（
三
三
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

　
　
収
用
委
員
会
の
公
示
に
よ
る
通
知

○
土
地
収
用
事
件
の
審
理
開
始
の
公
示
に
よ
る
通
知
…
…
…
…
…
…
…
…
６

秋
田
県
告
示
第
二
百
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

一　

道
路
の
区
域

　
　
　
　
　
公　
　
　
　
　
　
告

　
　
　
　
　
選
挙
管
理
委
員
会
告
示

一　

資
金
管
理
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地

泉
谷
理
毅
男
後
援
会

遠
藤
幸
次
後
援
会

長
田
栄
一
後
援
会

佐
藤
次
男
後
援
会

佐
藤
俊
和
後
援
会

す
ず
き
誠
一
後
援
会

武
田
彰
允
を
励
ま
す
会

楽
し
く
く
ら
せ
る
角
館
町
を
め
ざ
す
会

地
方
自
治
を
考
え
る
会

つ
か
だ
勇
後
援
会

平
泉
庄
治
後
援
会

平
沢
健
治
政
策
研
究
会

平
野
豊
後
援
会

湊
屋
啓
二
後
援
会

宮
腰
誠
政
治
研
究
会

山
脇
精
悦
後
援
会

泉　

谷　

理
毅
男

遠　

藤　

幸　

次

長　

田　

栄　

一

佐　

藤　

次　

男

佐　

藤　

俊　

和

鈴　

木　

誠　

一

武　

田　

彰　

允

平　

元　

順　

法

冨　

樫　

安　

民

塚　

田　
　
　

勇

平　

泉　

庄　

治

平　

沢　

健　

治

平　

野　
　
　

豊

湊　

屋　

啓　

二

宮　

腰　
　
　

誠

山　

脇　

精　

悦

佐　

藤　

剣　

一

日　

野　

隆　

悦

佐　

藤　

潔　

和

佐　

藤　

俊　

一

佐　

藤　

美　

俊

茂　

木　

隆　

夫

工　

藤　
　
　

明

平　

元　

久
美
子

小　

沢　

信　

一

樋　

渡　

和　

子

奈　

良　

寿　

明

小　

室　

忠　

男

岸　
　
　

敏　

夫

石
郷
岡　

修　

一

納　

谷　

正　

一

田　

畑　
　
　

貴

仙
北
郡
美
郷
町
金
沢
西
根
字
西
今
泉
九
十
七

湯
沢
市
三
梨
町
字
烏
帽
子
橋
三
十
四

由
利
本
荘
市
砂
子
下
百
七
│
三

横
手
市
平
鹿
町
浅
舞
字
蒋
沼
二
百
八
十
六

由
利
本
荘
市
鶴
沼
百
六
十
四

大
仙
市
板
見
内
字
一
ツ
森
百
七
十
四

大
館
市
比
内
町
扇
田
字
白
砂
百
十
五

仙
北
市
角
館
町
西
勝
楽
町
六
十
三

大
館
市
本
宮
字
八
兵
エ
岱
九
十
六
│
三

秋
田
市
新
屋
豊
町
十
│
三
十

大
館
市
釈
迦
内
字
台
野
道
下
四
十
七

秋
田
市
牛
島
東
五
丁
目
二
│
三
十
八

横
手
市
大
森
町
板
井
田
字
東
山
崎
三
十
八

北
秋
田
市
元
町
四
│
十
五

能
代
市
元
町
十
三
│
二
十
六

大
館
市
比
内
町
扇
田
字
南
扇
田
百
二
十
八—

一



２

平成20年４月28日（月曜日） 第1974号秋　　田　　県　　公　　報

泉
谷
理
毅
男
後
援
会

遠
藤
幸
次
後
援
会

長
田
栄
一
後
援
会

佐
藤
次
男
後
援
会

佐
藤
俊
和
後
援
会

す
ず
き
誠
一
後
援
会

武
田
彰
允
を
励
ま
す
会

楽
し
く
く
ら
せ
る
角
館
町
を
め
ざ
す
会

地
方
自
治
を
考
え
る
会

つ
か
だ
勇
後
援
会

平
泉
庄
治
後
援
会

平
沢
健
治
政
策
研
究
会

平
野
豊
後
援
会

湊
屋
啓
二
後
援
会

宮
腰
誠
政
治
研
究
会

山
脇
精
悦
後
援
会

泉　

谷　

理
毅
男

遠　

藤　

幸　

次

長　

田　

栄　

一

佐　

藤　

次　

男

佐　

藤　

俊　

和

鈴　

木　

誠　

一

武　

田　

彰　

允

平　

元　

順　

法

冨　

樫　

安　

民

塚　

田　
　
　

勇

平　

泉　

庄　

治

平　

沢　

健　

治

平　

野　
　
　

豊

湊　

屋　

啓　

二

宮　

腰　
　
　

誠

山　

脇　

精　

悦

佐　

藤　

剣　

一

日　

野　

隆　

悦

佐　

藤　

潔　

和

佐　

藤　

俊　

一

佐　

藤　

美　

俊

茂　

木　

隆　

夫

工　

藤　
　
　

明

平　

元　

久
美
子

小　

沢　

信　

一

樋　

渡　

和　

子

奈　

良　

寿　

明

小　

室　

忠　

男

岸　
　
　

敏　

夫

石
郷
岡　

修　

一

納　

谷　

正　

一

田　

畑　
　
　

貴

仙
北
郡
美
郷
町
金
沢
西
根
字
西
今
泉
九
十
七

湯
沢
市
三
梨
町
字
烏
帽
子
橋
三
十
四

由
利
本
荘
市
砂
子
下
百
七
│
三

横
手
市
平
鹿
町
浅
舞
字
蒋
沼
二
百
八
十
六

由
利
本
荘
市
鶴
沼
百
六
十
四

大
仙
市
板
見
内
字
一
ツ
森
百
七
十
四

大
館
市
比
内
町
扇
田
字
白
砂
百
十
五

仙
北
市
角
館
町
西
勝
楽
町
六
十
三

大
館
市
本
宮
字
八
兵
エ
岱
九
十
六
│
三

秋
田
市
新
屋
豊
町
十
│
三
十

大
館
市
釈
迦
内
字
台
野
道
下
四
十
七

秋
田
市
牛
島
東
五
丁
目
二
│
三
十
八

横
手
市
大
森
町
板
井
田
字
東
山
崎
三
十
八

北
秋
田
市
元
町
四
│
十
五

能
代
市
元
町
十
三
│
二
十
六

大
館
市
比
内
町
扇
田
字
南
扇
田
百
二
十
八
│
一

二　

そ
の
他
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地

秋
田
を
国
際
文
化
都
市
へ
石
塚
ゆ
き
こ
後
援

会

保　

坂　

克　

廣

平　

塚　

賢　

治

秋
田
市
泉
登
木
二
百
十
九
│
一

明
日
の
秋
田
県
を
考
え
る
会
（
青
雲
会
）

畠　

山　

淳　

一

伊　

藤　

松　

蔵

大
館
市
比
内
町
片
貝
字
伊
勢
堂
東
五
十
八

阿
部
の
り
ひ
こ
後
援
会

佐　

藤　

一　

平

佐　

藤　

正　

人

仙
北
市
西
木
町
門
屋
字
六
本
杉
六
十
七
│
三
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阿
部
久
夫
後
援
会

嵐
田
正
夫
後
援
会

石
垣
孝
一
後
援
会

石
垣
さ
つ
こ
後
援
会

石
山
一
彦
後
援
会

い
と
う
ゆ
ず
る
後
援
会

井
戸
端
会
議
お
お
だ
て

稲
庭
地
区
遠
藤
幸
次
と
語
る
会

え
の
き
清
後
援
会

遠
藤
た
だ
ひ
ろ
後
援
会

遠
藤
一
後
援
会

お
ば
た
博
行
後
援
会

尾
山
周
市
郎
後
援
会

海
沼
登
後
援
会

柿
𥔎
孝
一
後
援
会

鴨
田
道
幸
を
励
ま
す
会

川
原
誠
徳
後
援
会

小
番
勲
後
援
会

駒
形
地
区
遠
藤
幸
次
と
語
る
会

斉
藤
一
後
援
会

柴　

田　

与　

助

嵐　

田　

新　

一

柴　

田　

克　

美

石　

垣　
　
　

昇

石　

山　

由　

元

伊　

藤　
　
　

譲

石　

垣　

昇　

平

阿　

部　

修　

悦

榎　
　
　

源　

治

伊　

藤　

秀　

司

遠　

藤　

虎　

雄

畠　

山　
　
　

昭

長　

岐　

良　

博

山　

口　

左　

一

広　

田　

長　

壽

神　

田　

作
一
郎

小　

柳　

伸　

一

小　

番　

晴　

樹

高　

橋　

功　

一

北　

林　

忠　

雄

阿　

部　
　
　

剛

柴　

田　

信　

一

照　

井　

久　

男

石　

垣　

昇　

平

金　

野　
　
　

環

伊　

藤　
　
　

譲

石　

垣　
　
　

昇

栗　

原　

易　

夫

伊　

藤　

二　

郎

遠　

藤　
　
　

守

遠　

藤　

行　

男

佐　

藤　
　
　

完

石　

野　

高　

雄

石　

坂　

忠　

平

佐　

藤　

茂　

夫

鴨　

田　

清　

道

川　

原　

義　

行

小　

番　

建　

造

遠　

藤　
　
　

実

斉　

藤　

一　

子

雄
勝
郡
羽
後
町
田
代
字
門
前
九
十
五

横
手
市
大
森
町
十
日
町
字
餅
田
二
十
七

雄
勝
郡
羽
後
町
林
崎
字
林
崎
五
十
四

大
館
市
相
染
沢
中
岱
七
十
六
│
六

能
代
市
二
ツ
井
町
切
石
字
山
根
百
七
十
六

南
秋
田
郡
井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
村
六
十
二

大
館
市
字
池
内
道
下
一
│
五

湯
沢
市
稲
庭
町
字
鍛
冶
屋
布
百
三
十
一

秋
田
市
四
ツ
小
屋
字
上
野
五
十
一
│
一

横
手
市
平
鹿
町
浅
舞
字
浅
舞
二
百
十
七

横
手
市
大
森
町
峠
町
頭
五
十
一
│
一

北
秋
田
市
綴
子
字
前
野
百
六
十
八
│
二
十
二

大
館
市
比
内
町
扇
田
字
上
川
端
三
十
九

鹿
角
市
八
幡
平
字
夏
井
九
十
一
│
二

横
手
市
十
文
字
町
佐
賀
会
字
伊
賀
利
百
七
十
八

山
本
郡
三
種
町
鹿
渡
字
泉
沢
家
の
前
八
十
│
一

大
仙
市
横
堀
字
上
村
八
十

由
利
本
荘
市
矢
島
町
立
石
字
悪
戸
百
三
十
八

湯
沢
市
駒
形
町
字
大
倉
三
十
五

大
館
市
岩
瀬
字
田
の
沢
二
十
一
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坂
田
充
後
援
会

さ
さ
き
正
を
励
ま
す
会

佐
々
木
誠
後
援
会

佐
々
木
洋
一
を
励
ま
す
会

さ
っ
ち
ゃ
ん
頑
張
れ
応
援
団

佐
藤
勇
後
援
会

佐
藤
健
一
後
援
会

佐
藤
譲
司
後
援
会

佐
藤
清
吉
後
援
会

佐
藤
一
後
援
会

佐
藤
文
信
後
援
会

佐
藤
峯
夫
後
援
会
（
育
峯
会
）

沢
井
昭
二
郎
後
援
会

澤
田
一
文
後
援
会

将
軍
野
地
区
保
坂
直
一
後
援
会

菅
原
隆
文
後
援
会

菅
原
弘
助
後
援
会

鈴
木
そ
う
た
ろ
う
後
援
会

鈴
木
隆
太
郎
後
援
会

高
橋
一
志
後
援
会

佐　

藤　

準　

一

亀　

山　

精　

司

若　

皆　

忠　

夫

高　

橋　

長
一
郎

石　

垣　
　
　

昇

山　

田　

利　

昭

佐　

藤　

新　

正

周　

防　

彦　

宗

菊　

地　

敬
一
郎

渡　

部　

忠　

行

中　

嶋　
　
　

巖

照　

井　

光　

夫

沢　

井　

忠　

広

戸　

沢　
　
　

一

奈　

良　

鶴　

松

成　

田　

具　

世

長
谷
山　

富
之
助

高　

橋　

恵　

一

鈴　

木　

政　

子

原　
　
　

喜　

栄

佐　

藤　
　
　

勉

佐　

藤　

春　

雄

吉　

田　

万　

悦

小　

松　

照　

彦

石　

垣　

昇　

平

青　

木　

資　

郎

花　

田　

重　

教

村　

上　

嘉　

和

伊　

藤　

信　

夫

佐　

藤　

由　

知

佐　

藤　

雅　

人

藤　

川　

裕　

喜

川　

上　

勝　

夫

藤　

島　

俊　

光

酒　

井　

新　

吾

菅　

原　

田
津
子

阿　

部　

永　

蔵

鈴　

木　

康　

一

鈴　

木　

政　

子

高　

橋　

賢
太
郎

由
利
本
荘
市
矢
島
町
七
日
町
字
七
日
町
七
十
八

仙
北
郡
美
郷
町
六
郷
字
荒
町
三
十
七

横
手
市
十
文
字
町
仁
井
田
字
町
東
四
十

大
仙
市
鑓
見
内
字
石
持
六
十
六

大
館
市
三
の
丸
百
三
│
六

由
利
本
荘
市
矢
島
町
立
石
字
悪
戸
百
四
十
五

大
館
市
岩
瀬
字
代
野
九
十
三
│
三

由
利
本
荘
市
鳥
海
町
上
川
内
字
田
代
百
八
十
四

大
仙
市
南
外
字
小
出
三
百
四
十
五
│
五

大
仙
市
神
宮
寺
字
本
郷
下
百
一

北
秋
田
市
脇
神
字
脇
神
囲
ノ
内
八
十
一

仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字
男
坂
九
十
七

潟
上
市
昭
和
豊
川
竜
毛
字
轌
田
十
五

北
秋
田
市
前
山
字
か
め
山
下
六
十
三

秋
田
市
将
軍
野
東
三
丁
目
四
│
二
十
九

能
代
市
二
ツ
井
町
字
比
井
野
三
十
八

雄
勝
郡
羽
後
町
田
代
字
梺
六
十
三
│
一

仙
北
市
角
館
町
水
ノ
目
沢
十
五
│
一

大
仙
市
太
田
町
太
田
字
長
田
湯
伝
百
二
十
六

大
仙
市
板
見
内
字
北
畑
七
十
七
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高
橋
金
正
後
援
会

高
橋
正
治
後
援
会

田
口
宏
暢
後
援
会

た
け
だ
和
夫
を
支
援
す
る
会

と
が
し
安
民
後
援
会

中
村
ひ
ろ
ひ
こ
秋
田
後
援
会

仲
村
力
夫
後
援
会

西
村
武
後
援
会

に
せ
き
陽
子
と
歩
む
会

花
田
隆
一
後
援
会

原
則
雄
後
援
会

平
賀
真
後
援
会

ふ
く
お
か
昌
樹
後
援
会

藤
原
要
司
後
援
会

保
坂
直
一
後
援
会

保
坂
直
一
を
励
ま
す
会

松
田
よ
し
ひ
ろ
後
援
会

み
う
ら
圭
光
後
援
会

緑
と
技
で
豊
か
な
町
を
つ
く
る
会

宮
腰
誠
連
合
後
援
会

高　

橋　

政　

義

橘　
　
　

義
一
郎

伊　

藤　

郁　

夫

佐　

藤　

彰　

吾

富　

沢　
　
　

壽

渡　

辺　

忠　

陸

高　

橋　
　
　

尚

原　

田　
　
　

稔

横　

田　

ま
ゆ
み

中　

嶋　

光　

雄

高　

橋　

勝　

巳

三　

浦　

七　

郎

福　

岡　

新　

吉

高　

橋　

昭　

作

佐
々
木　

徳
太
郎

伊　

藤　

不
二
夫

佐　

藤　

吉　

一

安　

部　

信　

行

高　

橋　

平
左
ヱ
門

佐　

藤　

浩　

嗣

鈴　

木　

一　

幸

高　

橋　
　
　

隆

伊　

藤　

慶　

蔵

加
賀
谷　

幸　

男

小　

沢　

信　

一

伊　

藤　

二　

雄

仲　

村　

レ
イ
子

目　

黒　

幹　

子

二　

関　

陽　

子

中　

嶋　

信　

一

原　
　
　

隆　

新

工　

藤　

利　

雄

福　

岡　
　
　

仁

大　

庭　
　
　

一

中　

田　

東　

一

小　

野　
　
　

明

佐　

藤　

寿　

男

田　

口　

利　

男

日　

野　

隆　

悦

佐　

藤　

勝　

男

山
本
郡
三
種
町
外
岡
字
逆
川
百
│
二

仙
北
郡
美
郷
町
金
沢
東
根
字
西
外
川
原
百
十
五

大
仙
市
南
外
字
田
中
田
山
根
百
十
六

秋
田
市
川
尻
総
社
町
五
│
十
六

大
館
市
本
宮
字
八
兵
エ
岱
九
十
六
│
三

南
秋
田
郡
五
城
目
町
富
津
内
下
山
内
字
奈
良
崎
三
十
三
│
二

大
仙
市
角
間
川
町
字
中
木
内
百
三
十
二
│
一

潟
上
市
天
王
字
松
渕
五
百
二
十
一
│
二

秋
田
市
泉
北
一
丁
目
十
九
│
二
十
五

北
秋
田
市
脇
神
字
脇
神
囲
ノ
内
五
十
五

大
仙
市
板
見
内
字
長
仙
寺
四

山
本
郡
三
種
町
森
岳
字
東
囲
八
十
八
│
十
二

北
秋
田
市
三
里
字
屋
布
岱
百
四

雄
勝
郡
羽
後
町
林
崎
字
槻
ノ
前
四
十
二

秋
田
市
飯
島
長
野
本
町
三
│
三
十
六

秋
田
市
港
北
新
町
十
三
│
二
十
九

由
利
本
荘
市
矢
島
町
川
辺
字
川
原
三
十
一
│
三

大
仙
市
長
野
字
柳
田
百
五
十
四
│
八

湯
沢
市
三
梨
町
字
下
宿
二
十
五
│
一

能
代
市
元
町
十
三
│
二
十
六
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収
用
委
員
会
の
公
示
に
よ
る
通
知

　

土
地
収
用
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
四
十
二
号
）
第
六
条

の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
公
示
に
よ
る
通
知
を
行
う
。

　

な
お
、
通
知
書
は
、
当
収
用
委
員
会
事
務
局
（
秋
田
県
建
設
交
通
部
建
設

管
理
課
）
に
保
管
し
、
通
知
を
受
け
る
べ
き
者
に
い
つ
で
も
交
付
す
る
。
受

領
し
な
い
と
き
は
、
平
成
二
十
年
五
月
十
九
日
を
も
っ
て
そ
の
通
知
が
あ
っ

た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
収
用
委
員
会
会
長　

豊　

口　

祐　

一　

一　

事
件
名

　
　

県
道
男
鹿
半
島
線
改
築
工
事
（
秋
田
県
男
鹿
市
船
川
港
比
詰
字
羽
立
地

内
か
ら
同
市
脇
本
田
谷
沢
字
要
沢
地
内
ま
で
）

二　

通
知
書
の
名
称

　
　

平
成
二
十
年
四
月
四
日
付
け
秋
収
委
│
二　

「
審
理
の
開
始
に
つ
い
て

（
通
知
）
」

三　

通
知
を
受
け
る
べ
き
者

　
　

秋
田
県
男
鹿
市
脇
本
田
谷
沢
字
要
沢
七
十
二
番
十
一
の
土
地
の
抵
当
権

者　

株
式
会
社
工
藤
組　

住
所
不
明　

た
だ
し
、
土
地
登
記
簿
及
び
商
業

登
記
簿
上
の
住
所
は
、
秋
田
市
泉
東
町
八
番
五
十
九
号

山
田
ひ
ろ
や
す
後
援
会

山　

田　

昌　

蔵

山　

田　

富
士
男

北
秋
田
市
阿
仁
根
子
字
根
子
又
六
十
九

吉
方
せ
い
げ
ん
後
援
会
（
道
心
会
）

米　

森　

泰　

弘

吉　

方　

義　

高

能
代
市
豊
祥
岱
一
│
五
十

ロ
ー
カ
ル
・
ネ
ッ
ト
政
策
研
究
会

中　

田　
　
　

満

品　

田　

一　

也

能
代
市
万
町
一
│
十

　
　
　
　
　
収
用
委
員
会
の
公
示
に
よ
る
通
知

発
行
者　

秋　
　
　

  

田　
　
　

  

県

　
　
　
　
　

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

購
読
料
金　

一
月
三
千
六
百
七
十
五
円
（
税
込
）

　
　
　
　
　
　

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印　

刷　

所　

株
式
会
社　

松　

原　

印　

刷　

社

　
　
　
　
　
　

電
話

（862）
八
七
六
六　

Ｆ
Ａ
Ｘ

（863）
〇
〇
〇
五

　
　
　
　
　
　

E-m
ail:m

atsubara@
m

atsubarainsatsu.co.jp

印　

刷　

者　

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　
　

原　
　

繁　
　

雄


